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AOIプロジェクトの背景

経済・社会情勢
• 農林水産物マーケットのグローバル化
• 食の安全・安心、健康志向
• 高齢化、人口減少に伴う就農人口の減少
• ICT農業など技術の進展
• ＳＤＧｓへの貢献
• 環境負荷低減による持続的農業の実現

静岡県の強み
• 温暖な気候による多彩な農芸品
• ものづくり、医療関連産業が活発
• 健康寿命日本一

静岡の「場の力」を活かした共創を行う
アグリ・オープン・イノベーションを推進します



　

＜静岡県のすがた＞
温暖な気候の海岸地域と、日本一標高
の高い富士山、南アルプスなどの山々
は、変化に富んだ自然環境を生み出して
いる。
豊かな風土は、多彩で高品質な農林水
産物を生みだす。　　　

360万人
年平均気温 17.8℃

年平均降水量 2,613㎜
62,800ha（全国シェア1.4％）
1,979億円（全国シェア2.2％）

(数値はR2)
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農業産出額
2,266億円

静岡県
2,266億円

全国
9.2兆円

野菜

茶

畜産

果樹

米

花き

静岡県における農業産出額の品目別構成割合と全国との比較

米が少ない

茶が多い

その他



世界農業遺産の理念

ランドスケープ シースケープ 農業生物
多様性

伝統的
農林水産業 関連文化

将来に受け継がれるべき
重要な農林水産業システム

しかし
新しい人が入ってこないと持続できない
稼げないと持続できない

どうすれば持続可能な農業にできるか？

持続可能な農業

農業算出額の減少

農業就業人口の減少・高齢化

二つの世界農業遺産

　危機意識はあるが、現状の延長上、部分最適・短期的最適の取組が主

環境負荷低減への取組 環境に配慮しないと持続できない



産業革命
(industrial revolution)

(18世紀の)勤勉革命
(industrious revolution)
(日本経済史 速水融氏による)

(industrious revolution)

あらゆる分野における
ビッグデータ解析・AIによる
生産性革命

江戸時代の勤勉による土地生産性革命
(資本節約型・労働集約型)

部分最適・短期的最適 全体最適・中長期的最適
　　　　　　　＋部分最適・短期的最適

１次：蒸気機関(動力)による工業化
　　　　　(資本集約型・労働節約型)
２次：電力による大量生産
３次：情報通信技術革命
４次：IotやAIを用いた製造業の革新
「ソサエティ5.0」(超スマート社会)

日本の生産性革命の変遷

日本人が得意なもの ただしこれまで日本人が苦手だったものの克服が必要

優位性が薄れる



成果をあげる技術力

　＝ 考え方  ×  意　欲  ×  能　力
　　　　　　　　     (心)　　   (具体的技術)

生産性革命

バックキャスティング
全体最適

オープンイノベーション
価値共創
マーケットイン
場の力を活かす
多分野連携

意識改革

これまでの延長上にない
取り組みに挑戦しよう。

一緒に地域のために。
それが自分のために。

全体最適、巻き込む力(共創力)

システム、プラットフォームづくり

研究成果の社会実装

具体的目標(目指す姿)の
設定と実現方策

データ解析力


